
≪ セラミック部会 ≫ 

 

 １ 部会研究テーマ 「セラミック教育におけるコミュニケーション能力の育成 

～言語活動の充実による～」 

 ２ 幹事会 

    (1) 日 時  平成26年3月25日（火）14時～16時 

   (2) 場 所  愛知県立常滑高等学校 

   (3) 出席者   ４名 

   (4) 内 容  ・平成26年度事業計画について 

         ・セラミック技術検定、陶芸技能検定について 

 

 ３ 研究会 

   (1) 第１回 

     ア 日 時 平成26年5月20日（火）14時～16時30分 

    イ 場 所  愛知県立常滑高等学校 

    ウ 参加者 12名 

エ  協議題 

  (ｱ) 平成26年度事業計画について 

  (ｲ)セラミック技術・陶芸技能検定について 

  (ｳ) 全国統一陶芸技能検定について 

 (ｴ) 科目「課題研究」について 

 (ｵ) 平成25年度 瀬戸窯業・常滑高校卒業制作作品について 

 (ｶ) 平成25年度 進路先について  

 (2) 第２回  

 ア 日 時  平成26年8月5日（火）9時～16時00分 

 イ 場 所 愛知県立常滑高等学校 

 ウ 参加者 25名  

エ 実技講習 

    「急須のろくろ成形」について 

    清水源二 氏（北條陶房）伝統工芸士、日本工芸会正会員、常滑市無形文化財保持者 

オ 実技体験 

  土の体験教室「光るどろだんごづくり」（ＩＮＡＸライブムージアム）      

 

 ４ 個人研究 「工業高校における知的財産教育の実践的取組」 

―創造性豊かな人材の育成― 

愛知県立瀬戸窯業高等学校 教諭 藤井正剛 

  

５ 平成26年度東海地区セラミック教育研究大会 

    (1) 日 時    平成26年10月9日（木）10時10分～15時30分  

   (2) 場 所    愛知県立常滑高等学校・ＬＩＸＩＬ（株） 

 (3) 参加者  17名   

(4) 内 容   研究会、見学会 

 

６ 第50回全国セラミック教育研究大会          担当校 佐賀県立有田工業高等学校 

    (1) 日 時   平成26年11月27日（木）13時～17時・11月28日（金）9時～15時 

   (2) 場 所    武雄センチュリーホテル（佐賀県武雄市）第1日目 

          佐賀県立有田窯業大学校（佐賀県西松浦郡有田町）第2日目 

   (3) 参加者  30名   

 (4) 内 容   総会、研究協議、合同会議、講演、研究発表、講話、見学会  
 
 
 
 
 



 
 

 

 

 反  省  事  項 改  善  案 

部 
 

会 

１ 陶芸技能検定・セラミック技術検定の問

題作成について、著作権等の問題がないか

検討が必要である。 

 

 

２ セラミックスに関する専門的な技術や技

能について、多くの教員が研修できるよう

実技講習会や見学会を夏季休業中に実施し

た。このような機会を継続することによっ

て、教員間で伝統的な技術や技能も共有で

きるようにしたい。 

１ 日本セラミックス協会に関する資

料や画像については、それらを利用

できるように日本セラミックス協会

に要請する。その他の資料等につい

ては、検定試験に利用可能かどうか

確認をとってから利用する。 

２ 実技講習会については、「伝統的

な技」を実際に見学し、体験できる

内容にした。今後も、瀬戸と常滑の

それぞれの伝統的な技術や技能を体

験できるように検討したい。 
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